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2023(令和5)年8月31日（木

謂黙溌鰻顎 鱗薦 謬論灘
の高校が休校に追い込まれましたが､甲子園3回出場の“双葉高校”

意釧諏は休校中でもこの10月に百周年の記念式典を行います｡人生や地域
や文化を破壊する「原発事故」の不条理は､広範に永遠に続きます。

自由に物が言えて活動できる時代のはずですが、声を出し意見を述べたり、行動した

り、広く発信するには勇気が必要です。会員さんの最近の発言や活動を紹介します。

|会員慧獅の藩動⑳ －人ひとりを大切にする社会にん

映画『テレビで会えない芸人』で有名なピン芸人、『憲法くん」でおなじみの松元ヒロ

さんは2006年6月以来『勝馬まぢ九条の会』の大切な会員さんです。原発の放射性廃
棄物についてや、憲法の『個人の尊重』について、全国紙で熱く強く訴えています。
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’1⑪万年先の顔政治は見ているか

蛆
万
年
１
．
原
発
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
は
『
核
の
ご
み
」
ど
呼
ば

れ
、
出
た
ば
か
り
の
時
は
、
近
寄
る
と
約
訓

秒
で
人
が
死
ぬ
ほ
ど
の
強
い
放
射
線
を
発
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
安
全
に
な
る
ま
で
、
万

年
ほ
ど
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
危
な
い
も
の
を
ど
う
管
理
す
る
の

か
。
人
間
が
考
え
た
の
は
、
地
下
深
く
に
畑

万
年
間
封
印
す
る
方
法
で
す
。
核
の
ご
み
を

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
容
器
に
流
し
込
ん
で
固
め

て
い
っ
て
埋
め
る
の
だ
そ
う
で
す
。

気
が
遠
く
な
り
ま
玄
歴
史
の
教
科
書
を

開
く
ど
、
現
生
人
類
（
ホ
モ
。
サ
ピ
エ
ン

ス
）
が
現
れ
た
の
が
焔
万
年
以
上
前
で
、
そ

れ
が
ア
フ
リ
カ
を
出
て
世
界
に
広
が
っ
た
の

が
６
万
年
以
上
前
。
顔
か
た
ち
も
話
宣
臺
暴

も
現
在
ど
は
全
く
違
い
、
当
然
、
私
の
出
身

の
鹿
児
島
に
先
祖
は
存
在
し
て
い
な
い
わ
け

で
す
。
「
危
険
だ
か
ら
近
寄
る
な
』
と
今
の

言
葉
で
譜
告
し
て
も
、
加
万
隼
後
の
人
た
ち

が
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
思
う
ん
で
す
よ
、
こ
う
い
う
設
計
を

鎧溺
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長
す
ぎ
る
園

申
凸
も
ロ
。、の

り
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まつもと

松元ピン芸人 ヒロさん I

1952年生まれ。痛烈な政治風刺で、観客の笑いを誘うソロライブを
続け、その姿を追った映画『テレビで会えない芸人」が話題に。

し
て
い
る
人
々
に
、
鮒
万
年
後
の
私
た
ち
の

子
孫
の
顔
が
見
え
て
い
る
の
か
、
と
。
見
え

て
い
な
い
の
で
は
。
顔
が
見
え
て
い
れ
ば
、
看

こ
ん
な
リ
ス
ク
が
高
い
も
の
を
将
来
世
代
に
一

押
し
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
で
す
よ
。

｜

珊
犀
以
上
、
一
人
芝
居
『
態
法
く
ん
』
を

演
じ
て
き
ま
し
た
。
日
本
国
窓
法
を
人
間
に
一

見
立
て
、
そ
の
大
切
さ
を
、
笑
い
を
通
じ
て
手

伝
え
て
き
ま
し
た
。
憲
法
の
核
心
は
、
『
個
一

人
の
尊
重
」
で
す
。
多
数
派
と
か
少
数
派
ど

か
レ
ッ
テ
ル
貼
り
を
せ
ず
、
一
人
ひ
ど
り
の
一

顔
を
見
よ
、
と
権
力
者
に
命
令
し
て
い
る
の

で
す
。
だ
れ
で
も
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
一

き
る
社
会
を
作
る
よ
う
に
、
と
。

私
に
と
っ
て
切
実
に
長
す
ぎ
る
の
は
、
一

人
ひ
と
り
の
顔
を
見
な
い
政
治
が
、
変
わ
ら

｜

ず
に
続
い
て
き
た
こ
と
で
す
。
同
性
婚
は
な

ぜ
法
律
で
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。
選
択
的
夫
一

婦別姓もそう。ＬＧＢ亜理解増進法の一
中
身
も
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
。
苦
悩
を
抱
一

え
て
生
き
て
い
る
人
た
ち
の
顔
が
政
治
家
に
一

は
見
え
て
い
な
い
。
蛆
万
年
先
の
子
孫
の
顔
一

だ
っ
て
見
え
な
い
の
で
し
ょ
う
。
政
権
は
原
一

発
推
進
に
ア
ク
セ
ル
を
吹
か
せ
て
い
ま
す
。
一

同
性
婚
の
法
制
化
を
め
ぐ
っ
て
、
岸
田
文
一

雄
首
相
は
、
「
社
会
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
」
一

と
至
言
し
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
一

す
る
社
会
へ
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
死
ぬ
一

ま
で
に
社
会
の
変
化
を
見
届
け
た
い
、
と
い
一

う
夢
と
希
望
が
私
に
は
あ
り
ま
す
。

（
聞
き
手
編
塞
奎
鐘
・
豊
秀
一
）
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『安保3文書の撤回』を噸に求める|会員ざ応め活動②
会員の荒木千恵子さん(新日本婦人の会南相馬支部長）

が請願者となり、「平和､いのち､＜らしを壊す大軍拡などを決

定した『安保3文書』の撤回を日本政府に対し求める意見書｣を

6月の南相馬市議会定例会に提出し､議員22名中く賛成＞は

12､＜反対＞9､議長1で｢意見書｣は可決されました｡＜賛成＞

｜安保3文書とは
国家安全保障戦略

外交･防衛の基本

方針を定める

国家防衛戦略

防衛力の水準を

規定する

防衛力整備計画

5年間の防衛費の

総額43兆円､装備

の数量を定める

で霧
の12名には､本会会員の小川尚－さん､渡部一夫さん､櫻井勝延さんが含ま

れています｡荒木さんは｢ロシアのウクライナ侵攻や北朝鮮の挑発などに

乗じて､日本政府自身が不安をあおり大軍拡をしようとしています｡軍事力

増強ではなく､福祉や教育､自然災害対策などを優先すべきで､今こそ日本

国憲法の平和主義にそった対応を強く求めたい｣と訴えています。

＜『みなみそうま市議会だより』令和5年8月1日号参照＞

震災後の、南相馬市議会

議 霧①2014年6月19日『集団的自衛権

②2015年3月25日『脱原発都市

嵜簔諄駕鰭誇夛亨
③2015年6月16日『市による『憲法』冊子の発行・全戸配布」決定。 ご〃は掴たち

④』総謹言鴛巻;鰯紫纂篭駕雪懲…藩；
＝ - -- ■

|会貴巻撒の浩識③’動

震災後のｴｯｾｲ集噸相馬市からの便Ⅷを発行
子どもたちの明日、未来のために一緒に行動しませんか！

25年前に、核の時代を生きる人間の心を予測して語ったジョアンナ・メー

シーの「絶望こそが希望である」という言葉が甦っています。何事もない平穏な

暮らしが続く中で「絶望」に取り懸かれた沢山の人がいる日本の社会。私たちは

原発事故という嵐に晒され人間の原点を体験しました。（略）

希望の象徴は子どもです。私たちは、絶望の中からも希望が生まれてく
ることを身をもって知りました。もしかしたらこの地は「核の時代を生き抜く
希望を紡ぎだす」という大きな使命を与えられたのかも知れないと思うようにな
りました。絶望の底に希望が隠れていることを知った今は、恐れずに絶望に目
を凝らし、真実をみようとすることができるようになりました。南相馬では

それを踏まえて新しいチャレンジをしようという志を持つ人たちが行動を始
めています。（略） （『南相馬からの便り』2013年10月10日より）

会員の高橋美加子さん(前･北洋舎クリーニング代表取締役)は､大震災や

原発事故で破壊された地域の再生のため、「まなびあい南相馬」という団体

を立ち上げます｡住民からの聞き取りを行い､南相馬の歴史､昔の生活のこ

とをまとめあげ､冊子『語り継ぐ､ふるさと南相馬』1.2を発行します。

さらにこのほど､震災直後から2015年5月19日までの高橋さんのエッセ

イを､20ページの冊子『南相馬からの便り』として発行｡大変好評です。


